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　平成22年度に行われた税制改正により、平成24年度の村県民税（住民税）から、扶養控除の内容に変
更があります。それに伴い、平成23年12月31日時点で０歳から18歳までの方を扶養している方は、今
年度の税額が平成23年度の税額と比較して高くなる場合があります。

　平成23年分（平成24年度 村県民税課税分）から、年金収入400万円以下で公的年金等に係る雑所得以
外の所得が20万円以下の場合、所得税の申告義務がなくなりました。
　しかし、所得税の確定申告（または住民税申告）をしていない場合、公的年金等の源泉徴収票内に記載さ
れている控除（社会保険料控除や扶養控除）以外の控除を受けることはできません。そのため、平成23年度
に比べ、今年度の村県民税が高くなっていることがあります。これは、住民税申告をし、控除を追加する
ことで下げることができる場合があります。申告手続きは税務課（役場行政棟１階）で行ってください。

■問い合わせ 税務課住民税担当（☎282-1711 内線1117･1118）

※同居老親加算とは…老人扶養対象親族のうち、納税者または配偶者の直系の尊属（父母･祖父母など）で、
納税者またはその配偶者と常に同居している方を扶養している場合、控除額が加算されます。

　「平成24年度村民税･県民税税額決定通知書兼納税通知書」を郵送します。毎年通知を受け取って
いる方で、６月25日（月）までに通知が届かない場合はお問い合わせください。

村県民税（住民税）改正のお知らせ
18歳までの扶養親族がいる方は税額が上がる場合があります

■扶養控除が変わります

　子ども手当の創設と高校の実質無償化に伴い、0歳から15歳までの方の扶養控除は廃止され、16歳
から18歳までの方の控除については、特定扶養控除が廃止され一般扶養控除のみとなりました（前年12
月31日時点の年齢）。

変更点

税額を下げることができる場合があります

■年金収入が400万円以下で所得税の申告をしていない方へ

廃止

７万円
同居老親加算※

０歳～ 15歳 16歳～ 18歳 19歳～ 22歳 23歳～ 69歳 70歳～

扶養親族

特定扶養控除
（上乗せ分）

12万円
廃止

一般扶養控除
33万円

一般（年少）
扶養控除
33万円

老人扶養控除
38万円一般（成年）

扶養控除
33万円

特定扶養控除
45万円
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　村では、２月下旬から３月にかけて村内の公園、小中学校と幼稚園･保育所、学童クラブ等の放射線
量（地上から50㎝地点）を測定しました。
　その結果、７つの公園で、国の除染基準である平均毎時0.23マイクロシーベルトを超えたことから、
環境省の除染計画推進員と協議の上、「東海村除染実施計画」を策定しました。

▼施設一覧 （ ）内は平均測定値

石神城址公園（0.24μSv/ｈ）
豊岡なぎさの森（0.47μSv/ｈ）
白方第２公園（0.24μSv/ｈ）
白方公園（0.30μSv/ｈ）
真崎古墳群公園（0.63μSv/ｈ）
阿漕ヶ浦公園（0.28μSv/ｈ）
平原東部第１児童公園（0.31μSv/ｈ）

　「東海村除染実施計画」は原子力
安全対策課（役場行政棟５階）で配
布しているほか、村公式ホーム
ページにも掲載しています。

▼目的

　この実施計画は、村民の不安を解消し、福島
第一原子力発電所の事故前の状態に近づけるこ
とを目的としています。
▼目標数値

　「平成23年３月11日に発生した東北地方太平
洋沖地震に伴う原子力発電所の事故により放出
された放射性物質による環境の汚染への対処に
関する特別措置法」の基本方針に従い、追加被
ばく線量が年間１ミリシーベルト以下になるこ

とを目指しています。
▼今後の進め方

　具体的な除染作業については、必要かつ合理
的な範囲となるよう、対象地の詳細な空間線量
を測定し、放射線量の高い所を中心に、枝葉の
剪
せ ん て い

定、低木等の高圧洗浄、散水車や清掃車によ
るブラッシングのほか、現場保管の際の放射線
管理など、公園ごとに適切なメニューを選択し
ながら、効果の高い効率的な除染方法を決定し、
実施していきます。

「東海村除染実施計画」の概要

除染対象施設

位置図

▼問い合わせ

　原子力安全対策課（☎282-1711 
内線1519）

「東海村除染実施計画」を策定しました
～阿漕ヶ浦公園など７か所で除染を実施します～
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税額改正の背景

１ 境町 112,737円
２ 五霞町 106,220円
３ 守谷市 102,567円
４ 利根町 100,831円
５ つくばみらい市 99,396円
６ かすみがうら市 98,779円
７ つくば市 98,535円
８ 坂東市 98,130円
９ 取手市 97,286円
10 結城市 96,519円
11 河内町 96,372円
12 常総市 96,249円
13 八千代町 95,899円
14 下妻市 95,521円
15 石岡市 94,864円
16 神栖市 94,841円
17 茨城町 93,389円
18 龍ヶ崎市 92,953円
19 土浦市 92,469円
20 筑西市 91,894円
21 美浦村 91,367円
22 笠間市 91,246円
23 水戸市 91,114円
24 鹿嶋市 90,738円
25 阿見町 90,088円
26 那珂市 89,998円
27 牛久市 88,551円
28 小美玉市 87,495円
29 桜川市 87,346円
30 潮来市 86,072円
31 日立市 85,951円
32 稲敷市 85,247円
33 北茨城市 84,622円
34 行方市 84,257円
35 鉾田市 83,978円
36 古河市 83,838円
37 ひたちなか市 81,823円
38 大子町 80,763円
39 大洗町 77,612円
40 高萩市 77,190円
41 城里町 76,744円
42 常陸太田市 76,344円
43 常陸大宮市 67,130円
44 東海村 60,159円
市町村平均額 90,335円
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１人当たりの国保税額
（平成22年度）

医療費の支払い額は年々増加しています

医療費の支払い状況

（千円）

0

400,000

800,000

1,200,000

1,600,000

2,000,000
1,663,365 1,710,288

1,992,021

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

1,906,3671,831,932

一般会計からの繰入額（千円）

160,000

320,000

480,000

640,000

800,000

0

300,000 300,000
384,976

659,766

230,000

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

会計の異なる一般会計からの
繰入額が年々増加しています

平成22年度の保険税額は県内の市町村の中で、最も低い額でした
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国民健康保険税の内訳

事例で比較する世帯の税額（税額改正の前後）

　所得割の税率、均等割･平等割の税額を引き上げます。ただし、介護分の平等割は廃止します。なお、
賦課限度額の改正はありません。

税額改正の概要

①所得割　前年の所得に応じて算出
②均等割　世帯の加入人数に応じて算出
③平等割　世帯ごとに算出

【算出方法】　「医療分」「支援分」
「介護分」について、それぞれ右
の①～③を合計して算出します。

国民健康保険税＋ ＋ ＝医療分 支援分
（後期高齢者支援金等分）

介護分
（介護納付金分）

医療費の支払いに
使用されます

後期高齢者医療制度を
支える財源となります

介護保険制度を支え
る財源となります

40歳以上65歳未満が対象
加入者全員が対象

38,300円の負担増

平成23年度 平成24年度
医療分 180,900円 246,000円
支援分 45,200円 71,400円
介護分 53,900円 59,200円

年 税 額 280,000円 376,600円

例 ① 夫婦･子ども２人の４人世帯
（夫46歳、妻43歳、子12歳、子10歳）

前年中 夫：給与収入 450万円
（所得306万円）

妻：専業主婦 収入なし
（所得    　0円）

96,600円の負担増

平成23年度 平成24年度
医療分 75,000円 102,300円
支援分 18,700円 29,700円
介護分 0円 0円

年 税 額 93,700円 132,000円

例 ② 夫婦２人世帯
（夫73歳、妻71歳）

前年中 夫：年金収入 240万円
（所得120万円）

妻：年金収入 40万円
（所得   　0円）

納期数が８期から９期に増えます
　国民健康保険税の税額改正による納税者への
負担を考慮し、納期を１期増やすことで、１期
当たりの負担額を緩和します。

医療分 支援分 介護分 合計

算出方法 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後
（前年の総所得金額－基
礎控除33万円）×税率所得割 4.4％ 5.9% 1.1％ 1.7％ 1.26％ 1.35％ 6.76％ 8.95％

加入者人数×税額 均等割 12,000円 17,000円 3,000円 5,000円 7,800円 11,200円 22,800円 33,200円

1世帯当たりの税額 平等割 12,800円 17,000円 3,200円 5,000円 4,000円 0円 20,000円 22,000円

賦　 課
限度額 51万円 51万円 14万円 14万円 12万円 12万円 77万円 77万円

改正後の税額

改正前 改正後
１期～８期

（７月～２月）
１期～９期

（７月～３月）

■問い合わせ	 保健年金課国保年金担当（☎282-1711	内線1131）

納期変更の
お知らせ
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執行率：歳入97.1％（対前年度比6.8ポイント増） 歳出89.1％（対前年度比0.9ポイント減）
　◆歳入…村税は予算額115億5,752万2千円に対し、調定額125億101万3千円と、予算を上回る収入

が見込まれています。一方、国庫支出金、県支出金、村債等は出納整理期間中に収入が見込まれるため、
執行率は低い状況にあります。また、平成22年度と比較して特別交付税や国庫支出金など東日本大
震災の災害復旧等に係る収入が増えています。

　◆歳出…全体の執行率は平成22年度とおおむね同水準となっています。しかし、土木費は出納整理
期間中に支出予定のため、執行率は低い状況にあります。また、平成22年度と比較して災害復旧費
など東日本大震災に関連する支出が増えています。

一般会計

財政状況
平成23年度

　村民税や固定資産税等、皆さんが納めたお金を財源として、福祉や環境衛生、教育、
道路建設等の事業を行う中心的な会計

　村では、皆さんの納めた税金等がどのように使われているかを知ってい
ただくため、年２回、財政状況をお知らせしています。今回は、平成24年
３月31日現在の予算執行状況と村税負担･村債･基金･公有財産の状況を
公表します。なお、地方自治体の会計は２か月の出納整理期間（５月31日
が会計閉鎖日）があるため、今回の公表は決算を示すものではありません。

（平成24年３月31日現在）

会　　計 予算額 歳　　入 歳　　出
調定額 執行率 支出負担行為額 執行率

国 民 健 康 保 険 事 業 30億9,345万1千円 31億7,598万1千円 102.7％ 30億6,179万3千円 99.0％
後 期 高 齢 者 医 療 2億6,417万7千円 2億6,174万2千円 99.1％ 2億5,865万2千円 97.9％
介 護 保 険 事 業 22億8,159万8千円 20億8,338万4千円 91.3％ 19億5,148万2千円 85.5％
介 護 サ ー ビ ス 事 業 859万円 791万3千円 92.1％ 472万円 54.9％
東海駅西土地区画整理事業 1億854万2千円 1億857万1千円 100.0％ 2,775万3千円 25.6％
東海駅東土地区画整理事業 9,821万4千円 8,164万5千円 83.1％ 4,529万6千円 46.1％
東海駅西第二土地区画整理事業 1億9,356万1千円 1億5,581万3千円 80.5％ 8,543万6千円 44.1％
東海中央土地区画整理事業 10億5,646万4千円 9億1,961万3千円 87.0％ 4億5,374万9千円 42.9％
公 共 下 水 道 事 業 27億2,831万2千円 16億4,246万7千円 60.2％ 17億2,989万円 63.4％

合　　計 98億3,290万9千円 84億3,712万9千円 85.8％ 76億1,877万1千円 77.5％

特定の事業を行う場合に、一般会計と区分して経理するための会計特別会計

科　目 予算額 調定額 執行率
村 税 115億5,752万2千円 125億101万3千円 108.2％
地方譲与税 1億5,096万7千円 1億6,276万5千円 107.8％
地方消費税交付金 3億5,458万7千円 3億5,719万4千円 100.7％
地方交付税 16億3,130万1千円 16億3,130万1千円 100.0％
分担金・負担金 1億6,007万1千円 1億5,925万4千円 99.5％
使用料・手数料 1億6,806万2千円 1億8,975万1千円 112.9％
国庫支出金 29億4,800万5千円 21億4,996万7千円 72.9％
県 支 出 金 8億7,998万6千円 4億3,999万4千円 50.0％
繰 入 金 17億4,136万2千円 15億6,360万9千円 89.8％
繰 越 金 1億7,693万6千円 1億7,693万6千円 100.0％
村 債 1億8,980万円 0円 0.0％
そ の 他 ※１ 5億1,693万8千円 5億5,569万4千円 107.5％
合　　計 204億7,553万7千円 198億8,747万8千円 97.1％

《歳入》
科　目 予算額 支出負担行為額 執行率
議 会 費 2億3,504万9千円 2億2,714万5千円 96.6％
総 務 費 31億4,900万5千円 29億7,876万9千円 94.6％
民 生 費 48億1,473万7千円 46億5,284万5千円 96.6％
衛 生 費 21億6,082万5千円 20億448万5千円 92.8％
農林水産業費 3億8,225万円 3億7,095万6千円 97.0％
商 工 費 1億4,287万3千円 1億3,216万4千円 92.5％
土 木 費 28億3,677万9千円 20億1,226万4千円 70.9％
消 防 費 6億822万6千円 5億4,578万7千円 89.7％
教 育 費 39億4,795万7千円 36億3,193万3千円 92.0％
災害復旧費 11億7,716万円 9億3,205万2千円 79.2％
公 債 費 7億3,858万円 7億3,857万8千円 100.0％
そ の 他※２ 2億8,209万6千円 823万円 2.9％
合　　計 204億7,553万7千円 182億3,520万8千円 89.1％

《歳出》

※１…利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策
特別交付金、財産収入、寄附金、諸収入の合計額です。
※２…諸支出金、予備費の合計額です。

予算の執行状況

◆調定額…年度内の収入が決定しているお金　◆支出負担行為額…年度内の支出が決定しているお金
◆執行率…予算額に占める収入（支出）決定額の割合

《用語解説》
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　財務課財政担当（☎282-1711	内線1384）

収入済額 １世帯当たり負担額※ １人当たり負担額※
村税 120億3,125万6千円 79万9,207円 31万5,466円
村民税 28億1,654万7千円 18万7,096円 7万3,851円

うち個人分 20億829万7千円 13万3,406円 5万2,659円
固定資産税 81億8,247万8千円 54万3,542円 21万4,549円

うち個人分 11億2,908万8千円 7万5,003円 2万9,605円
軽自動車税 6,416万1千円 4,262円 1,682円
村たばこ税 2億2,845万7千円 1万5,176円 5,990円
入湯税 0円 0円 0円
都市計画税 7億3,961万3千円 4万9,131円 1万9,393円

うち個人分 1億223万2千円 6,791円 2,681円
※平成24年４月１日現在の住民基本台帳法に基づく世帯数（15,054世帯）、人口（38,138人）で算出しています。

村税負担の状況

基金の状況

借入先 残　高

普
通
会
計

財 務 省 48億4,830万円

（株）かんぽ生命保険 12億2,934万1千円

（株）ゆうちょ銀行 1,552万7千円

地方公共団体金融機構 2億6,046万5千円

銀 行 等 2億9,002万3千円

環境再生保全機構 4,912万円

計 66億9,277万6千円

下
水
道
会
計

財 務 省 31億6,867万9千円

（株）かんぽ生命保険 23億4,162万7千円

地方公共団体金融機構 27億3,685万2千円

計 82億4,715万8千円

合　計 149億3,993万4千円

住民福祉の増進のために各種建設事業等
を行う場合の財源として借り入れたお金

村債の状況

問い合わせ

有価証券･出資による権利 53億1,509万3千円

公有財産の状況
区　分 土　地 建　物

行政財産
（役場庁舎や学校、公園等） 131万3,176㎡ 11万3,887㎡

普通財産
（行政財産以外のもの） 22万25㎡ 3,509㎡

合　計 153万3,201㎡ 11万7,396㎡

残高：対前年度比7億6,143万8千円減
名　称 現在高

財 政 調 整 基 金 46億7,597万3千円

減 債 基 金 35億1,873万5千円

奨 学 基 金 2億3,458万2千円

芸 術 振 興 基 金 1,000万円

国 際 交 流 基 金 1,601万1千円

地 域 福 祉 基 金 2億1,129万3千円

公立学校施設整備基金 14億1,823万4千円

照沼小学校建設基金 11億9,519万円

中丸小学校建設基金 10億円

東海中学校建設基金 5億5,000万円

児童福祉施設整備基金 2億7,875万5千円

緑 化 基 金 3億561万円

公共施設維持整備基金 2億6,557万1千円

消防緊急通信指令施設整備基金 1億2,093万4千円

土 地 開 発 基 金 5億円

復興まちづくり支援基金 1億2,300万円

東日本大震災復興交付金基金 4億7,833万円

東海村原子力地域振興基金 4,123万6千円

国民健康保険支払準備基金 ※0千円

介護給付費準備基金 1億6,035万5千円

合　計 151億381万円

特定の目的のために積み立て、必要に応
じて取り崩して使用するお金

※四捨五入の表記によるものです。

現在高：対前年度比2億6,736万3千円増
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５
月
31
日
、「
平
成
24
年
度
東
海
村
表
彰
」の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
村
政
の
発
展
や
福
祉
の
増
進
、
文
化
の
向
上
等
に
寄
与
さ
れ
た
方
や
村
民
の
模
範
と
な
る
行
い
を

さ
れ
た
方
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
、
奨
励
す
る
こ
と
で
、
村
政
や
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
欲･

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
方
々
、30
人（
１
団
体
含
む
）に
表
彰
状･

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

東
海
村
表
彰

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
総
務
法
制
担
当

（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
１
２
）

平成24年度東海村表彰者
役職･分野 氏名･団体名 功績･善行内容

東海村情報公開･個人情報保護
審査会委員

岩佐 淳一 情報公開･個人情報保護
制度の推進に貢献武田 隆志

東海村統計調査員
秋山 光二

統計行政の発展に貢献
黒澤 瑞雄

自治会長 黒羽根 弘一 住民自治の推進に貢献

民生委員･児童委員 宮本 　茂 福祉の向上に貢献

東海村国民健康保険運営協議
会被保険者代表委員

根本 一成
国民健康保険事業の運営
に貢献

環境保全活動 川松 文夫 環境行政の推進に貢献

東海駅東土地区画整理審議会
委員

河野   弘

区画整理事業の推進に貢
献

須藤 浩三

東海駅西第二土地区画整理審
議会委員

河野   昭

永山 安正

舛井 孝一

東海駅西第二土地区画整理評
価員

峯島 伸行
区画整理地内の土地評価
等に貢献

東海村教育委員会委員 越塚 ゆかり
教育行政の向上に貢献

東海村教育委員会教育長 髙橋 健彦

社会教育活動 岡田 セツ子
芸術文化の向上ならびに
社会体育の振興に貢献

東海村芸能連盟理事長 大髙 義雄

芸術文化の向上に貢献東海村ジャズダンス連盟理事長 田所 栄子

東海村カラオケ連盟理事長 橋本    勤

東海村小学弓道スポーツ少年
団指導者

小野瀬 一

社会体育の振興ならびに
青少年の健全育成に貢献

村松ミニバスケットボールス
ポーツ少年団指導者

加藤 孝幸

東海自然会空手道スポーツ少
年団指導者

菊池 三喜男

緑ヶ丘空手スポーツ少年団指導者 黒羽根 史朗

東海ジュニアスポーツ少年団指導者 本石 章司

村議会議員 村上 邦男 地方自治の発展に貢献

自治会長 十津川 浩 住民自治の推進に寄与

民生委員･児童委員 舛井 京子 福祉の向上に寄与

ボランティア活動

大和田 光男 下校時の見守り活動

水戸友の会
東海方面

福祉施設での調理補助、
家庭生活に関する講習会
の開催

平
成
24
年
度

（敬称略）

※上記以外に、平成24年２月に自治会長（故）渡邊俊明さんに、感謝状を贈呈しています。

表
彰
状
受
賞
者

感
謝
状
受
賞
者
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※
▽
熱
中
症
は
、
死
に
直
面
す
る
緊
急
事
態
が
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。
▽
重
症
の
場
合
は
、
救

急
車
を
呼
ん
で
医
療
機
関
へ
搬
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
風
通
し
の
よ
い
日
陰
や
エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室

内
な
ど
涼
し
い
場
所
に
移
動
し
ま
し
ょ
う

▼
で
き
る
だ
け
衣
服
を
脱
ぎ
体
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う 

（
▽
体
に
水
を
か
け
る
▽
ぬ
れ
た
タ
オ
ル
な
ど
で
体

を
覆
う
▽
う
ち
わ
な
ど
で
体
に
風
を
当
て
る
）※
首

筋
、
脇
の
下
、
脚
の
つ
け
根
な
ど
、
太
い
血
管
の
あ

る
部
分
を
冷
や
す
と
効
果
的
で
す
。

▼
水
分
を
少
し
ず
つ
取
り
ま
し
ょ
う 

※
水
分
が
摂
取
で

き
な
い
と
き
は
す
ぐ
医
療
機
関
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

▼
室
温
28
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
、
扇
風
機
な
ど
を
上

手
に
活
用
す
る

▼
の
ど
が
渇
い
た
と
感
じ
た
ら
必
ず
水
分
を
補
給
す
る

▼
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る

▼
外
出
の
際
は
体
を
締
め
付
け
な
い
涼

し
い
服
装
で
、
日
よ
け
対
策
も
す
る

▼
無
理
せ
ず
、
適
度
に
休
憩
す
る

▼
日
頃
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
体
力
づ
く

り
を
す
る

乳
幼
児
…
身
長
が
低
い
の
で
、
大
人
よ
り
も
地
面
か
ら

の
照
り
返
し
を
多
く
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
自
力
で

体
調
や
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
な
い
た
め
、
熱
中

症
に
か
か
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
と

過
ご
す
と
き
は
、
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
さ
せ
た
り
、

通
気
性
の
よ
い
服
装
を
さ
せ
た
り
、
日
頃
か
ら
暑
さ

に
慣
れ
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
…
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
な
っ
て
い
る
方
が
多
い

た
め
、
室
内
で
も
熱
中
症
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

水
分
を
補
給
す
る
時
間
を
決
め
た
り
、
エ
ア
コ
ン
や

扇
風
機
を
活
用
し
た
り
、
周
囲
に
居
る
方
が
気
を

配
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

心
臓
や
腎
臓
、
そ
の
他
持
病
が
あ
る
方
…
夏
本
番
を
迎

え
る
前
に
夏
の
過
ご
し
方
を
か
か
り
つ
け
の
医
師
と

相
談
し
て
熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

毎
年
、
夏
本
番
に
な
る
と
、
全
国
的
に
多
く
の
方
が

熱
中
症
に
よ
り
救
急
搬
送
さ
れ
、
多
数
の
死
亡
者
が
出

て
い
ま
す
。
熱
中
症
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
熱
中
症
予
防
の
正

し
い
知
識
を
も
ち
、
自
分
の
体
調
の
変
化
を
意
識
し
、

周
囲
の
人
に
も
気
を
配
り
、
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
エ
コ
の
観
点
か
ら
節
電
が

私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
一
部
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
過
度
の
節
電
は
熱
中
症
な
ど
を
引
き

起
こ
す
危
険
性
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
の
体
に
は
暑
く
な
る
と
末ま

っ
し
ょ
う梢

の
血
管
を
広
げ

た
り
、
汗
を
か
い
た
り
し
て
体
温
を
下
げ
よ
う
と
す
る

調
節
機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
調
節
機
能

が
う
ま
く
働
か
な
く
な
る
と
、
体
内
に
熱
が
こ
も
り
、

目
ま
い
や
頭
痛
、
吐
き
気
、
体
が
だ
る
い
な
ど
の
症
状

が
現
れ
ま
す
。
こ
の
状
態
が「
熱
中
症
」で
す
。

　

熱
中
症
は
屋
内
外
を
問
わ
ず
、
気
温
や
湿
度
が
高
い
、

風
通
し
が
悪
い
、
日
差
し
が
強
い
な
ど
の
環
境
下
で
過
ご
し

て
い
る
と
き
に
か
か
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
次
の
予
防
ポ

イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
健
康
的
な
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る 

（
普
段
過

ご
す
部
屋
に
は
温
度
計
を
置
く
こ
と
を
勧
め
ま
す
）

熱
中
症
と
は

“
熱
中
症
”の
予
防
と
対
処
法 

夏
本
番
を
迎
え
る
前
に
…

熱
中
症
の
予
防
ポ
イ
ン
ト

熱
中
症
の
重
症
度
と
症
状

重
症（
Ⅲ
度
）

中
症（
Ⅱ
度
）

軽
症（
Ⅰ
度
）

重
症
度

意
識
が
な
い･

け
い
れ
ん･

歩
け
な
い･

会
話

が
お
か
し
い･

高
体
温（
40
度
近
い
）

頭
痛･

吐
き
気･

嘔お

う

と吐･

体
が
だ
る
い･

体
に
力
が
入
ら
な
い

め
ま
い･

立
ち
く
ら
み･

こ
む
ら
返
り･

筋
肉
痛･

止
ま
ら
な
い
多
量
の
汗

症　

状

熱
中
症
？ 

と
思
っ
た
ら（
対
処
法
）

乳
幼
児･

高
齢
者
等
の
注
意
点

【
問
い
合
わ
せ
】　

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

水
分
補
給
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■
受

講

料	

無
料	

※
⑦
は
資
料
代（
１
０
０
０
円
程

度
）が
掛
か
り
ま
す
。

■
そ

の

他	

▼
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。
▼
⑩
⑪
は
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）が

あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み	

は
が
き
に
▼
希
望
講
座
番
号（
複
数
可
）

▼
住
所
▼
氏
名（
ふ
り
が
な
）▼
性
別
▼
年
齢（
①
～

⑦
は
学
校
名･

学
年
）▼
電
話
番
号
▼
⑩
⑪
の
み
保
育

サ
ー
ビ
ス
希
望
の
有
無（
希
望
者
は
子
ど
も
の
名
前

（
ふ
り
が
な
）･

性
別･

年
齢
）―
―
を
記
入
の
上
、
６

月
12
日（
火
）か
ら
27
日（
水
）（
消
印
有
効
）ま
で
に
中

央
公
民
館（
〒
３
１
９
‐
１
１
１
５	

船
場
７
６
８
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

中
央
公
民
館
で
は
、
生
涯
学
習
活
動
の
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
ま
な
び
の
と
び
ら
」

で
は
、
今
後
、
講
座
や
自
主
グ
ル
ー
プ
の
活

動
の
様
子
等
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

▼
第
３
期
中
央
公
民
館
講
座
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す

■
日

程

等	

左
表
参
照

■
対　
　

象	

村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方

中
央
公
民
館
講
座
や
活
動
を
紹
介
し
ま
す
！

講座名･講座内容 期　　日 時　　間 対象／定員

①手作り絵本
世界で１冊の絵本を
作ります

７月28日（土）、８
月11日（土）･18日
（土）

10：00
～12：00

小学生とそ
の親／ 15組

②ヒップホップＡ　
簡単なダンスの動き
を楽しく学びます

８月17日（金）･24
日（金）

10：00
～11：30

小学１～ 3
年生／ 15人

③ヒップホップＢ　
簡単なダンスの動き
を楽しく学びます

８月18日（土）･25
日（土）

10：00
～11：30

小学４～６
年生／ 15人

④子ども科学広場Ａ
光のオブジェ。自分
で描いた絵は何色に
見えるかな？

７月31日（火） 10：00
～12：00

小学１･２年
生／ 20人

⑤子ども科学広場Ｂ
ゴムの不思議。温める
と伸びる？	縮む？

８月３日（金） 10：00
～12：00

小学３･４年
生／ 20人

⑥子ども科学広場Ｃ
超簡単モーターの製
作実験。君の電池で
回るかな？

８月10日（金） 10：00
～12：00

小学５･６年
生／ 20人

⑦子どもサイエンス
クラブ
恐竜型ロボットづくり
を通して電気や走行
の仕組みを学びます

７月15日、８月
５日･19日、９月
２日･16日、10月
７日･21日（全て
日曜日）

９：30
～11：30

小学３～６
年生／ 15人

⑧県内のまつりと年
中行事【地域再発見】
県内の特色ある祭りを
紹介し、身近な地域
の祭りのよさを再発見

8月29日（水） 10：00
～12：00 一般／ 30人

⑨狛犬の魅力【歴史】
神道美術の代表、狛
犬の魅力を鑑賞のポ
イントを基に解説

8月23日（木） 10：00
～12：00 一般／ 30人

⑩エクセル初級
表･グラフの作成方法

７月５日（木）･６
日（金）

９：30
～15：30 一般／６人

⑪エクセル中級
当番表や家計簿、健康
管理表等の作成方法

７月19日（木）･20
日（金）

９：30
～15：30 一般／６人

赤
十
字
活
動
の
資
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

村
は
、「
日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支

部
」（
県
支
部
）の
下
に「
東
海
村
分
区
」

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
日
本
赤
十

字
社
の
活
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
へ
の
人
材
派
遣
や
物
資
援
助
な
ど
も
そ
の
一

つ
で
、
こ
れ
は
赤
十
字
社
員（
年
額
５
０
０
円
以
上
の

赤
十
字
活
動
資
金
を
提
供
し
た
方
）の
社
費
と
寄
付
金

で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
６
月
末
日
ま
で
、
自

治
会
長
や
班
長
を
通
し
て
社
資（
社
費･
寄
付
金
）を
募

集
し
ま
す
。
な
お
、
自
治
会
に
未
加
入
の
方
は
社
会
福

祉
課（
役
場
行
政
棟
１
階
）で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で

も
、
救
護
の
最
前
線
に
立
ち
、
懸
命
な
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
継
続
的
に
行
う
た
め
に
も
、
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
県
支
部
か
ら
、
村
を
含
め

た
８
市
村
に「
赤
十
字
救
援
車
」が
配
備
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
支
部
が
救
援
体

制
の
強
化
を
目
的
に
、
昭
和
46
年
か
ら
県

内
の
日
赤
地
区
分
区
に
配
備
し
て
い
る
も

の
で
す
。
今
後
は
、
村
が
行
う
災
害
時
の
救
援
物
資
の

配
布
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
赤
十
字
事
業
の
ほ

か
、
福
祉
活
動
全
般
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
東
海
村
分

区（
社
会
福
祉
課
内 

☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
８
５
）

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
に
ご
協
力
を
！

ま
な
び
の
と
び
ら

中央公民館講座ナビ　VOL１

問い合わせ　中央公民館（☎282-3329）

「
赤
十
字
救
援
車
」が
配
備
さ
れ
ま
し
た
！
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こんにちは！
村立東海病院です

問い合わせ●村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

４月から着 任した新しい医 師を紹 介します

看護の日イベントの報告です
　５月12日、村立東海病院におい
て看護の日のイベントを開催しまし

た。一次救命処置（ＢＬＳ）演習では、お子さんも参加し､熱心に心臓マッサージの
指導を受けていました。慢性閉塞性肺疾患（COPD）体験では、当院内科医の薄井
による喫煙による弊害についての講義もあり､「これを機にたばこはやめます！」と
話していた参加者もいました。白衣を着ての記念写真コーナーは子どもたちに人
気で、かわいい看護師さんの姿に看護師たちの顔もほころびました。その他、塗

り絵コーナー、風船プレゼント、身体計測、体脂肪
測定においても多くの方のご参加ありがとうござ
いました。地域の皆さんと交流を持つことができ、
非常に楽しい看護の日のイベントとなりました。
　次年度も引き続き、看護の日のイベントを行う予定ですので､よろ
しくお願いします。

　　　　　		内科医　

　　　	（おおた　よしお）
【略歴】　大阪大学医学部卒業。
平成４年４月いわき市立総合磐
城共立病院等に勤務。平成７年

６月から県北の病院や宮城県の病院に勤務し、平
成10年東北大学大学院医学研究科文部教官助手。
平成14年４月から水戸協同病院や日製水戸総合病
院（現･ひたちなか総合病院）に勤務。平成24年４
月から村立東海病院に勤務。

【ごあいさつ】　このたび縁あって村立東海病院
に勤務することになりました。非常勤医師とし
て内科診療のお手伝いをさせていただきます。
　私は大甕の出身であり、少年時代には時々久
慈川を越えて東海に“遠征”していました。記憶
に残る東海の風景は様変わりし、時代の変化に
はがくぜんとさせられます。
　さて変化といえば、少子高齢化や財政の悪化に
象徴されるように、医療を取り巻く社会的環境も
激変しています。当院のような地域医療の最前線
こそ、このような問題を意識する必要があるだろ
うと考える昨今です。微力ですが、少しでもこ
の地域に貢献できるよう頑張りますので、よろ
しくお願い致します。

　　　　整形外科医　

　　　（どい　けんじ）
【略歴】　自治医科大学医学部
卒業。平成６年５月から平成
７年５月までを自治医科大学

附属病院で勤務。その後平成15年５月まで愛媛
県立中央病院、北宇和病院などでの勤務を経て
平成15年６月から平成24年３月まで石岡市に
ある石岡第一病院では整形外科部長に就任。平
成24年４月から村立東海病院に勤務。
【ごあいさつ】　このたび縁あって赴任してまい
りました。自治医大では同期であった豊田副院
長と切

せ っ さ た く ま

磋琢磨したのを懐かしく思います。私の
モットーは「年だから仕方ないね」と言わないこ
とです。「年だけどこうできるよね」とか「年だ
からこうしよう」と考えたい方です。自分の日
常でも「ま、いっか」と楽天的に考えて進むこと
が多いのかなと思います。
　諸先生方、スタッフの皆さんと共に、東海地
域の皆さんが安心して暮らせる街であるよう
に、微力ながら汗をかいて励んでまいります。
至らないところが多々あると思いますが、誠実
に務めてまいりますので、よろしくお願い致し
ます。

太田　良雄 土居　建次
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国
民
年
金

だ 
よ 
り

20
歳
に
な
っ
た
ら
国

民
年
金
の
手
続
き
を

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
は
な
く
、
病

気
や
け
が
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
支
給
さ

れ
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。
国
内
に
住
む
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
全
て
の
方
に
、
加
入
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る

義
務
と
、
年
金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

■
加
入
の
手
続
き

　

学
生
や
自
営
業
の
方（
フ
リ
ー
タ
ー
や
無
職
の
方
を
含

む
）は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
加
入
届
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
保
健
年
金
課（
役
場
行
政
棟
１
階
）へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
、
扶
養

の
配
偶
者
の
方
は
、
勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手
続
き

を
行
い
ま
す
。
役
場
で
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
の
猶
予･

免
除

　

平
成
24
年
度
の
保
険
料
額
は
、
月
額
１
万
４
９
８
０

円
で
す
。
し
か
し
、
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
申
請
に

よ
り
猶
予･

免
除
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】･･･

所
得
が
な
い
学
生
の
方

【
保
険
料
免
除
制
度
】【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】･･･

学

生
以
外
の
方
で
経
済
的
な
理
由
等
で
納
付
が
困
難
な
方

　

こ
れ
ら
の
申
請
を
行
わ
ず
に
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て

い
る
と
、
老
後
に
年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
年

金
額
が
低
く
な
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

“
万
が
一
”の
と
き
に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の

思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐

０
５
‐
１
１
６
５
）、
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282

局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

成
長
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
理
由
で
す
。

高
校
生
会
に
入
り
、
活
動
の
中
で
学
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
人
か
ら
言
わ
れ
て
で
は
な
く
自
ら
考
え

て
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
い
き
た
い
で

す
。
今
ま
で
は
、
人
か
ら
言
わ
れ
て
動
く
と
い
う

こ
と
ば
か
り
で
、
自
ら
の
考
え
で
行
動
し
た
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、

物
事
に
必
要
以
上
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と

が
日
常
生
活
や
学
校
生
活
の
中
で
も
多
か
っ
た
で

す
。
だ
か
ら
、
今
後
は
自
分
は
何
が
で
き
て
、
今

何
を
す
べ
き
な
の
か
考
え
て
行
動
す
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

次
に
広
い
視
野
で
物
事
を
捉
え
、
ど
う
し
た
ら

最
も
良
い
行
動
と
な
る
の
か
を
考
え
た
い
で
す
。

今
ま
で
は
少
な
い
物
を
見
て
、
考
え
る
こ
と
が
多

か
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
だ
と
決

ま
っ
た
見
方
し
か
で
き
ず
、
偏
っ
た
意
見
に
な
っ

て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
広
い
視
野
で

物
事
を
捉
え
、
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
生
会
で
は
こ
の
他
に
も
多
く
の
大
切
な
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

高
校
生
会
で
学
ぶ
こ
と
は
将
来
役
に
立
つ
と
思
う

の
で
、
一
つ
一
つ
の
活
動
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

最
後
に
、
活
動
で
き
る
の
は
多
く
の
人
々
の
協

力
の
お
か
げ
だ
と
思
う
の
で
、
常
に
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
東
海
村
高
校
生
会
に
入
り
た
い
」小
学
５
年
生

で「
友
情
の
船
」に
参
加
し
て
そ
う
思
い
ま
し
た
。

高
校
生
会
か
ら
参
加
し
て
い
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

方
々
に
憧
れ
た
か
ら
で
す
。

「
高
校
生
会
に
入
る
」と
決
め
た
の
は
中
学
２
年

生
で「
友
情
の
船
」に
中
学
生
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参

加
し
て
の
こ
と
で
す
。
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
な
の
に

中
学
生
を
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、

高
校
生
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
々
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
も
っ
と
多
く
の
こ
と
を
知
り
た
い
、

エッセー頑張る

今どきの

青少年
ＶＯＬ .  １３３

※左側が今回のエッセイスト

東
海
村
高
校
生
会
に
入
っ
て

水
戸
葵
陵
高
等
学
校
１
年

石
神
内
宿

北き

た

つ

じ辻
　
乃の

え依
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●
中
学
生
の「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」も
誕
生
し
て
い

ま
す
！

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」は
、
福
祉
関
係
者

だ
け
で
な
く
、
商
店
の

方
や
中
学
生
も
い
ま
す
。

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
方

が
認
知
症
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
す
る
こ
と
で
、

認
知
症
患
者
や
家
族
の

見
守
り
の
輪
が
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。

●「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」に
な
る
に
は
？

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」に
な
る
に
は
、「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
受
講
し
て
、
認
知
症
の
症
状

や
治
療
、
予
防
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

な
ご
み
で
は
、希
望
に
応
じ
て「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」を
開
催
し
て
い
ま
す（
１
回
当
た
り
約
10
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
が
対
象
）の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（
な
ご
み･

総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
内	

☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５	

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
282
局

３
５
３
８)

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る

「
な
ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
今
回
は
、
認
知
症
患
者
や
そ

の
家
族
を
見
守
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

●「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

認
知
症
は
、誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
脳
の
病
気
で
す
。

高
齢
者
人
口
に
お
け
る
認
知
症
の
数
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
２
０
１
０
年
で
は
２
２
６
万
人（
約
13
人
に
１

人
）、２
０
２
０
年
に
は
３
０
０
万
人（
約
９
人
に
１
人
）

に
上
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
生
活
に
支

障
を
来
た
す
こ
と
が
あ
り
、
認
知
症
患
者
本
人
だ
け
で

は
な
く
家
族
に
も
多
大
な
負
担
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
多
く
の
人
が
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
て
助
け
合
い
、
認
知
症
患
者
本
人
や
家
族
が
穏
や
か

に
暮
ら
す
た
め
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
ま
す
。

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」と
は
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」を
受
講
さ
れ
た
方
で
、
認
知
症
患
者
の“
応

援
者
”で
す
。
何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
地
域
に
お
い
て
認

知
症
患
者
や
家
族
を
温
か
い
目
で

　
　

見
守
り
ま
す
。

　

な
お
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

は
、“
目
印
”と
し
て
、ブ
レ
ス
レ
ッ

ト（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
）を
付
け
て

い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
だ
と
感
じ
た
ら
、
相
談
を
！

　
“
配
偶
者
や
元
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
”を
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）と
呼
ん
で
い
ま
す
。
被

害
者
は
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
が
、
ほ

と
ん
ど
が
女
性
で
す
。
Ｄ
Ｖ
は
家
庭

内
で
行
わ
れ
る
た
め
、
発
見
が
困
難

で
す
。
村
で
は
平
成
20
年
度
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
男
女

各
千
人
を
対
象
に「
男
女
共
同
参
画
住
民
意
識
調
査
」を
実

施
し
、
約
半
数
の
９
８
４
人
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

調
査
の
中
で
、
Ｄ
Ｖ
の
経
験
に
つ
い
て
、
16
・
２
％
が「
あ

る
」と
答
え
、
精
神
的
暴
力（「
罵

の
の
し

っ
た
り
大
声
で
怒
鳴
る
」）

は
約
10
％
の
方
が「
何
度
も
あ
る
」、
身
体
的
暴
力（「
げ
ん

こ
つ
で
殴
っ
た
り
足
で
蹴
ら
れ
る･

命
の
危
険
性
を
感
じ
る

暴
力
が
あ
っ
た
」）に
３
・
６
％
の
方
が
、「
何
度
も
あ
る
」と

し
て
い
ま
す
。
内
閣
府
が
平
成
23
年
度
実
施
し
た「
女
性
に

対
す
る
暴
力
に
関
す
る
調
査
」で
は
、
約
33
％
が「
夫
か
ら

の
Ｄ
Ｖ
被
害
を
経
験
し
た
」と
答
え
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
他

に
も
経
済
的
暴
力（
生
活
費
を
渡
さ
な
い
）、
性
的
暴
力（
性

的
強
要
）、
社
会
的
暴
力（
監
視
や
束
縛
）な
ど
が
あ
り
、
最

近
で
は
、
高
校
生
や
大
学
生
な
ど
若
年
層
で
広
が
っ
て
い

る「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」

で
は
、
Ｄ
Ｖ
を
発
見
し
た
者
は
警
察
等
へ
通
報
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
あ
り
、

人
権
侵
害
で
す
。
近
年
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
を
起
因
と
す

る
悲
惨
な
事
件
も
起
き
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
前
に
、
警

察（
生
活
安
全
課
）へ
相
談
あ
る
い
は
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
村
民
相
談
室
で
も
女
性
生
活
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

村
民
相
談
室（
女
性
生
活
相
談
☎
287
局

０
８
６
３
）

チ
ャ
ン
ネ
ル

48

知っとく情報

村民
相談室

信発 ち
ゆ

ー

地
域
全
体
で
認
知

症
患
者
を
支
え
る
こ

と
が
大
切
じ
ゃ
！

東海南中学校の1年生も新たに
「認知症サポーター」となりました！

▲オレンジリング
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【
俳　

句
】

青
芝
に
ま
だ
枯
芝
の
影
残
る

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

山
頂
を
目
指
す
春
帽
子
春
帽
子

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

花
の
風
今
日
の
ウ
ォ
ー
ク
へ
薄
化
粧

東　

海　

佐
藤　

と
よ

藤
の
花
散
つ
て
布
団
に
し
た
き
嵩

村　

松　

松
本　

正
勝

朝
か
す
み
風
に
揺ゆ

れ
る
や
レ
ン
ゲ
草　

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

湯
に
浸
か
り
名
が
浮
き
出
し
た
万ば

ん
ぐ
せ
つ

愚
節

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

春
の
雷
ひ
と
暴
れ
し
て
遠
ざ
か
る

緑
ヶ
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

離
村
後
の
風
の
ざ
わ
め
き
青
胡
桃

豊　

白　

小
林　

久
男

新
緑
の
森
に
鳴
き
交
う
鳥
の
声

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

　
　
【
短　

歌
】　　

臥
せ
し
身
と
な
り
て
し
み
じ
み
妻
の
情
遅

き
に
思
う
お
ぼ
ろ
月
夜

村　

松　

高
橋　

正
弘

職
を
辞
し
家
庭
菜
園
始
め
し
に
有
機
栽
培

日
々
お
も
し
ろ
し 

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

腰
伸
ば
し
見
上
げ
る
空
は
春
の
色
掘
り
上

げ
し
土
黒
く
輝
く   外   

宿　

小
林
美
代
子

晴
天
の
稲
荷
神
社
の
桜
ま
つ
り
花
の
咲
き

満
ち
区
民
の
集
う

船　

場　

舛
井
庫
之
助

到
来
の
旨
き
白
子
を
朝
に
食
む
ご
飯
の
し

ろ
さ
光
ま
し
け
り

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

被
災
時
に
残
り
し
ム
ス
カ
リ
二
鉢
が
新
居

に
移
り
し
こ
の
春
に
咲
く

内　

宿　

村
上　

文
江

望
郷
に
足
引ひ

き
ず
り
し
あ
の
山
河
六
十
七

の
歳
月
流
る      

南　

台　

根
本
内
俊
男

キ
ュ
ッ
キ
ュ
キ
ュ
靴
音
ひ
び
く
バ
ス
ケ
ッ

ト
練
習
厳
し
も
ど
の
子
も
元
気　

須
和
間　

柴
山　

靖
子

子
ど
も
等
と
メ
ー
ル
す
る
妻
に
追
い
つ
け

ず
手
紙
で
交
す
老
い
の
我
が
意
地

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

亡
き
友
の
家
の
廻
り
に
乱
れ
咲
く
花
に
笑

顔
の
た
ち
て
涙
す

舟
石
川　

渡
辺　

光
子

鴨
ふ
た
つ
植
田
泳
げ
る
愛
ら
し
さ
相
呼
ぶ

声
の
し
じ
ま
に
聞
こ
ゆ

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

　

　
　

　

期間　７月８日(日) ～ 14日(土)

時間　午前10時～午後６時（最終日は午後３時閉館）

村内在住者を中心に、絵が大好きで、技術の向上を目指

す仲間が集まって、絵画研究会としてスタートしました。

特別な制約を設けずに、自由に楽しく創作活動することを

モットーとしています。油彩画約30点を展示します。

期間　７月１日(日) ～７日(土)

時間　午前10時～午後７時（最終日は午後３時閉館）

　20人の会員が、課題作品「夏季」と自由作品各１点を

展示します。ステーションギャラリーで展示することで

皆さんの期待に沿えるよう、会員一同はりきっています。

ぜひご来場ください。

期間　６月24日(日) ～ 30日(土)

時間　午前10時～午後６時（最終日は午後３時閉館）

フォトクラブ「写心」は、自然や社会の特異な出来事を追

い求めるのではなく、曇りのない“心の目”を大切にしなが

ら、その人なりに感じた社会の矛盾や不条理、感動的な出

来事などを素直に記録することに重きを置いています。24

人の会員の作品約60点を展示します。

期間　６月17日(日) ～ 23日(土)

時間　午前９時～午後６時（最終日は午後３時閉館）

ひたちなか市在住の写真仲間３団体のグループで、創設

10年の節目を迎えます。テレビやカメラがデジタル化され

る転換期でもある中、今回はデジタルとアナログの交じっ

た作品を展示します。比較鑑賞をお楽しみください。

期間　６月10日(日) ～ 16日(土)

時間　午前10時～午後６時（最終日は午後３時閉館）

指導者を置かず、木曜日（フランス語で“ジュディ”）

に人物デッサンをしている15人のグループで、展覧会

に出展している人もいます。パステル画や油彩画など約

30点を展示します。

ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ

■場　　　所　ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ	東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-3680）

ギ

ャ

ラ

リ

ー

Ａ

 

（

２

階

）

ジュディ展

第８回写団合同展

第１７回フォトクラブ「写心」展

ＡＲＴ ＦＬＡＧ展

東海フォトクラブ写真展
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暮
ら
し

お知らせ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号	☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

平成 24年 5月１日現在（前月比）
世帯数 14,546 世帯 （＋ 39）
総人口 37,834 人　 （－ 42）

●人口と世帯数●

実施日時 第１･３木曜日	午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※

【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等
【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等
【社会福祉課】保育所の手続き、児童手
当･児童扶養手当の申請等
【会計課】国税と県税を除く各種税金･使
用料等の支払い
【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）
【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●窓口業務時間延長●

●６月の休日診療●

診療時間 午前９時30分から午後２時まで※正午～午後１時を除きます。
期日 医療機関名 電話番号

10日（日）茨城東病院 282-1151
17日（日）村立東海病院 282-2188
24日（日）久慈こどもクリニック 219-7303
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎#8000）
全ての電話から（☎254-9900）

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎0120-42-4848）

納期限 ７月２日（月）

納付
種別

村県民税（全期･第１期分）
介護保険料（第２期分）
里川堰土地改良区費（第２期分）
圷土地改良区経常賦課金（前期分）

●６月の納付●

麦
の
作
付
け
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

村
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の
一

環
と
し
て
、
畑
地
の
地
力
回
復
や
風ふ

う
し
ょ
く蝕

被

害
防
止
の
た
め
に
、
麦
を
作
付
け
し
、
鋤す

き
込
み
を
行
う
方
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

対
象
▼
平
成
25
年
２
月
末
日
ま
で
村
内
の

畑
地（
転
作
奨
励
補
助
事
業
対
象
の
陸

田
を
除
く
）に
麦
を
作
付
け
す
る
方

補
助
金
額
▼
５
０
０
０
円
／
10
ア
ー
ル

そ
の
他
▼
面
積
に
応
じ
て
麦
種
子（
規
格

外
）を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

・

６
月
15
日（
金
）か
ら
30
日（
土
）ま

で（
月
曜
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
、
所
定
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287

局
７
８
６
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
有
機
農
業
公
開
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

村
で
は
、
有
機
農
業
の
専
門
家
を
迎
え

て「
有
機
農
業
公
開
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し

ま
す
。
農
業
初
心
者
で
も
分
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
の
で
受
講
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
▼

７
月
27
日

（
金
）

６
月
29
日

（
金
）

期　

日
▽
有
機
肥
料
と
そ
の
効
果
▽  

化
学
肥
料
と
有
機
肥
料
は
何
が

違
う
の
か

▽
有
機
農
業
は
ど
の
よ
う
な
農

業
か
▽
一
般
的
な
農
業
と
ど
う

違
う
の
か

内　

容

２
月
15
日

（
金
）

平
成
25
年

１
月
18
日

（
金
）

12
月
14
日

（
金
）

11
月
30
日

（
金
）

10
月
26
日

（
金
）

９
月
28
日

（
金
）

８
月
24
日

（
金
）

▽
植
物
の
持
つ
不
思
議
な
力
▽

植
物
を
育
て
る
こ
と
の
お
も
し

ろ
さ
、
菜
園
の
魅
力

▽
春
に
向
け
て
タ
ネ
の
準
備
と

苗
作
り
▽
苗
床
の
作
り
方
、
育

苗
の
方
法

▽
冬
の
野
菜
栽
培
▽
防
寒
対
策
、

野
菜
の
貯
蔵
法
な
ど

▽
季
節
ご
と
の
野
菜
の
管
理
▽

温
度･

湿
度･

風･

光･

虫
や
草
と

の
付
き
合
い
方

▽
多
品
目
栽
培
の
効
果
▽
自
然

の
林
や
野
原
の
生
態
系
に
学
ぶ

▽
病
気
や
害
虫
を
防
ぐ
方
法
▽

農
薬
を
使
わ
な
い
病
害
虫
回
避

の
技
術（
２
）

▽
作
物
の
病
気
や
害
虫
を
ど
う

や
っ
て
防
ぐ
か
▽
農
薬
を
使
わ

な
い
病
害
虫
回
避
の
技
術（
１
）

時
間
▼
午
前
11
時
～
正
午

場
所
▼
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
に
じ
の
な
か
」ほ
か

講
師
▼
涌
井
義
郎
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ

し
た
を
拓
く
有
機
農
業
塾
代
表
理
事
）

受
講
料
▼
無
料

・

６
月
20
日（
水
）ま
で（
月
曜
日
を
除

く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

に
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎

287
局
７
８
６
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
９
月
９
日（
日
） 

午
前
９
時
か
ら

場
所
▼
茨
城
大
学（
水
戸
市
）ほ
か

試
験
手
数
料
▼
甲
種
…
５
０
０
０
円
／
人

乙
種
…
３
４
０
０
円
／
人

・

東
海
消
防
署
を
は
じ
め
と
す
る
ひ

た
ち
な
か･

東
海
広
域
事
務
組
合
の
各
消

防
署
ま
た
は
消
防
本
部
備
え
付
け
の
試

験
案
内
等
を
受
け
取
り
、
財
団
法
人
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
茨
城
県
支
部（
☎

301
局
１
１
５
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
消
防
設
備
士
試
験（
前
期
）」を
実
施
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健
康･

医
療

「
介
護
が
楽
し
く
前
向
き
に
な
る

講
演
会
」を
開
催

　

介
護
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
の
活
動
を
、
笑
い

を
交
え
な
が
ら
巧
み
な
話
術
で
語
り
ま
す
。

福
祉

期
日
▼
７
月
28
日（
土
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
４
時（
午
後
１

時
開
場
）

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

定
員
▼
１
５
０
人

内
容
▼
①
介
護
用
品
の
紹
介　

②
介
護
講

談「
落
語
家
ヘ
ル
パ
ー
の
修
行
日
記 

介

護
は
十
人
十
色
！
」（
林
家
源
平
さ
ん･

落
語
家
）

入
場
料
▼
無
料

・

７
月
20
日（
金
）ま
で
に
、
東
海
村

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
282
局
２
８
０
４
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
育
て

妊
婦
の
た
め
の「
ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー

ス
ク
ー
ル
」を
開
催

　

妊
娠･

出
産･

育
児
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
を
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
▼

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
母
子
健
康
手
帳･

母
子
健
康

手
帳
副
読
本･

筆
記
用
具
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。▽
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無

料
）が
あ
り
ま
す（
７
月
28
日
を
除
く
）。

・

７
月
２
日（
月
）ま
で
に
、
７
月
９

日
参
加
希
望
の
方
と
保
育
サ
ー
ビ
ス
利

用
希
望
の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282

局
２
７
９
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日　時 内　容
７月９日（月）
９：30 ～ 13：00
※エプロン･三角巾
をご持参ください。

助産師を交えた交流、
栄養の話と調理実習

７月13日（金）
13：30 ～ 16：00

出産と産後の生活、
母と子の歯の健康、
マタニティシートベ
ルトについてなど

７月28日（土）
９：20 ～ 12：00
※エプロンをご持参
ください。

赤ちゃんのお風呂
の 入 れ 方（実 習）、
パパの妊婦体験 

　

特
別
支
援
学
校
や
特
別
支
援
学
級
に
通

う
児
童
等（
東
海
村
障
害
者
等
日
中
一
時

支
援
事
業
登
録
者
）を
対
象
と
し
た
遠
足

等
を
夏
休
み
に
行
い
ま
す
。
学
校
や
学
年

が
異
な
る
仲
間
と
交

流
し
、
夏
休
み
の
思

い
出
を
つ
く
り
ま
せ

ん
か
。

【
小
学
生
の
部
】

期
日
▼
８
月
21
日（
火
）

場
所
▼
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水

族
館

定
員
▼
30
人 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

内
容
▼
水
族
館
内
の
見
学

費
用
▼
東
海
村
障
害
者
等
日
中
一
時
支
援

事
業
利
用
料･

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城

｢
は
っ
け
ん
！ 

ぼ
う
け
ん
！ 

夏

休
み
！｣

を
開
催

　

福
祉
分
野
へ
就
職
を
希
望
す
る
方
な
ど

を
支
援
す
る
た
め
の
就
職
相
談
会
で
す
。

相
談
日
▼
平
成
25
年
３
月
ま
で
の
毎
月
第

４
水
曜
日

時
間
▼
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所
▼
く
り
え
ー
と
セ
ン
タ
ー
大
宮（
常

陸
大
宮
市
工
業
団
地
１
‐
３
４
）

対
象
▼
福
祉
分
野
へ
就
職
を
希
望
す
る
方

（
学
生
を
含
む
）、
福
祉
分
野
の
事
業
所

の
方

内
容
▼
求
職･

求
人
相
談
、
福
祉
分
野
の

資
格
取
得
相
談

費
用
▼
無
料

・

各
月
の
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
、

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
茨
城
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー（
☎
244
局
４
５
４
４
）へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
」を
開
催

「
福
祉･

介
護
職
場
出
張
就
職
相

談
会
」を
開
催

県
大
洗
水
族
館
入
館
料

【
中
学
生･

高
校
生
の
部
】

期
日
▼
８
月
24
日（
金
）･

25
日（
土
）

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

絆
」

定
員
▼
20
人 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

内
容
▼
キ
ャ
ン
プ･

調
理
実
習･

花
火
等

費
用
▼
東
海
村
障
害
者
等
日
中
一
時
支
援

事
業
利
用
料･

食
材
費
等

【

・

】

　

６
月
26
日（
火
）ま
で
に
、
な
ご
み･

総

合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
２
５
２
５
）へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

村
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
な
ど
と
協
力

し
て
、
献
血
バ
ス
に
よ
る
献
血
を
実
施
し

ま
す
。
病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必
要

と
す
る
方
の
尊
い
生
命
を
救
う
た
め
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日
▼
６
月
20
日（
水
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま

で（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所
▼
役
場
行
政
棟
東
側
玄
関
ロ
ビ
ー

持
参
す
る
も
の
▼
▽
自
動
車
運
転
免
許
証

等
の
身
分
を
証
す
る
も
の（
初
め
て
献
血

を
す
る
方
と
過
去
の
献

血
で
本
人
確
認
が
済
ん

で
い
な
い
方
の
み
）▽
献

血
手
帳･

献
血
カ
ー
ド

（
お
持
ち
の
方
の
み
）

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）
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教
養･

ス
ポ
ー
ツ

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

ご
活
用
く
だ
さ
い

「
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事
業
」

　

村
で
は
、
村
立
ま
た
は
私
立（
村
外
も

含
む
）の
幼
稚
園
に
通
園
す
る
子
が
い
る

世
帯
の
保
育
料
を
、
世
帯
の
村
民
税
の
課

税
状
況（
２
人
以
上
に
所
得
が
あ
る
世
帯

は
所
得
割
課
税
額
を
合
算
）に
応
じ
て
減

免
す
る「
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容
▼

※
村
民
税
所
得
割
課
税
額
は
、
住
宅
借
入

金
特
別
税
額
控
除
前
の
額
と
な
り
ま
す
。

区　分
補助限度額（円／年額）

園児１人か同一
世帯から複数の
場合の第１子

同一世帯に園児
が２人以上の場
合の第２子

同一世帯に園児
が３人以上の場
合の第３子以降

生活保護世帯 村立 20,000 村立 50,000 村立 79,000
私立 226,200 私立 266,000 私立 305,000

村民税非課税世帯
･村民税所得割課
税額非課税世帯

村立 20,000 村立 50,000 村立 79,000
私立 196,200 私立 251,000 私立 305,000

村民税所得割課税
額77,100円以下の
世帯

村立 ―― 村立 ―― 村立 ――
私立 112,200 私立 209,000 私立 305,000

村民税所得割課税
額211,200円以下の
世帯

村立 ―― 村立 ―― 村立 ――
私立 49,800 私立 178,000 私立 305,000

教
育

６
月
29
日（
金
）ま
で
に
、
各
幼
稚
園
か

ら
配
布
さ
れ
る｢

保
育
料
等
減
免
措
置

に
関
す
る
調
書｣

に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
通
園
し
て
い
る
幼
稚
園
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
※
園
児
に
小
学
１
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
兄･

姉
が
い
る

世
帯
は
、
補
助
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

の
で
、各
幼
稚
園
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
学
校
教
育
担
当（
内
線

１
４
１
４
）

村
の
花「
ス
カ
シ
ユ
リ
」と
液
状
化

現
象
の
観
察
会
を
開
催
し
ま
す

　

日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
敷
地
内
に
あ
る

村
の
花「
ス
カ
シ
ユ
リ
」と

東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
り
阿
漕
ヶ
浦
周
辺
で

起
き
た
液
状
化
現
象
の

観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
７
月
17
日（
火
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

集
合
場
所
▼
役
場
正
面
玄
関
前

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

定
員
▼
30
人 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

・

６
月
25
日（
月
）（
消
印
有
効
）ま

で
に
、
往
復
は
が
き
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
①
村
の
花「
ス

「
第
40
回
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ

ン
ク
ー
ル
」を
開
催

　

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
で
は
、
住

民
が
環
境
美
化
に
対
す
る
関
心
や
意
欲
を

高
め
、
き
れ
い
な
地
域
づ
く
り
を
促
進
す

る
た
め
に
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
▼
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
部
…
道
路
に

面
し
た
１
０
０
メ
ー
ト
ル
程
度
の
花
壇

を
管
理
し
て
い
る
団
体　

地
域
の
部
…

地
域
の
団
体
や
職
場
な
ど
の
枠
を
超
え

て
花
と
緑
の
環
境
美
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
地
域　

団
体･

職
場
の
部
…
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
等

・

７
月
３
日（
火
）ま
で
に
、
村
内

の
公
共
施
設
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
持
参
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル

い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
担
当（
中
央
公
民
館
内 

〒
３
１
９
‐
１
１
１
５ 

船
場
７
６
８ 

☎
282
局
３
３
２
９ 
282
局
７
８
１
３ 

カ
シ
ユ
リ
」と
液
状
化
現
象
の
観
察
会

参
加
希
望
②
郵
便
番
号･

住
所
③
氏
名

④
性
別
⑤
電
話
番
号
―
―
を
明
記
の

上
、
生
涯
学
習
課
文
化･

ス
ポ
ー
ツ
振

興
担
当（
〒
３
１
９
‐
１
１
９
２ 

東

海
３
‐
７
‐
１ 

内
線
１
４
２
３ 
syougaigakusyu@

vill.tokai.ibaraki.
jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
記
入
事

項
は
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
へ

の
入
構
手
続
き
に
使
用
し
ま
す
。

tyuuoukoum
inkan@

vill.tokai.
ibaraki.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民

会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
daisuki-ibaraki.jp/

）か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

県
立
佐
和
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
る

講
座
を
行
い
ま
す

【
①
お
も
し
ろ
実
験･

楽
し
い
工
作
教
室
】

期
日
▼
７
月
25
日（
水
）

内
容
▼
ゴ
ム
風
船
の
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル･

偏
光
板
の
マ
ジ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ル･

人
工

虹
シ
ー
ト
の
製
作

【
②
楽
し
く
学
べ
る
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
体
験
講
座
】

期
日
▼
７
月
26
日（
木
）･

27
日（
金
）（
２
日
間
）

内
容
▼
パ
ソ
コ
ン
で
写
真
入
り
は
が
き
の

製
作

【
①･

②
共
通
事
項
】

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所
▼
県
立
佐
和
高
等
学
校

対
象
▼
小
学
４
年
生
以
上
の
方

定
員
▼
各
先
着
20
人

受
講
料
▼
無
料

【

・

】

　

７
月
13
日（
金
）ま
で
に
、
は
が
き
ま
た

は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
い
ず
れ
か
の
方
法
で
①

希
望
す
る
講
座
名
②
郵
便
番
号･

住
所
③

氏
名
④
年
齢
⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
―
―
を

明
記
の
上
、
茨
城
県
立
佐
和
高
等
学
校

（
〒
３
１
２
‐
０
０
６
１ 

ひ
た
ち
な
か
市

稲
田
６
３
６
‐
１ 

☎
285
局
１
８
１
９ 

285
局
８
４
０
１
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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そ
の
他

　

年
齢･

性
別
を
問
わ
ず
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
テ
ニ
ス
。

初
心
者･

経
験
者
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
指
導
を
行
い
ま
す
。
夏
の
爽
や
か

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

｢

早
朝
テ
ニ
ス
の
部
」を
開
催

「
夏
休
み
親
子
水
道
教
室
」を
開
催

期
日
▼
７
月
29
日（
日
）

時
間
▼
午
前
８
時
50
分
～
午
後
２
時

場
所
▼
茨
城
県
企
業
局
県
中
央
水
道
事
務

所（
那
珂
市
豊
喰
６
８
５
）

対
象
等
▼
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

の
児
童
と
そ
の
保
護
者（
50
組
）※
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

内
容
▼
水
道
水
を
つ
く
る
実
験
、
浄
水
場

見
学
、
水
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
な
ど

参
加
費
▼
無
料

・

７
月
10
日（
火
）（
必
着
）ま
で
に
、
は

が
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
い

ず
れ
か
の
方
法
で
①「
夏
休
み
親
子
水
道

教
室
参
加
希
望
」②
郵
便
番
号･

住
所
③

氏
名（
児
童･

保
護
者
）④
児
童
の
学
年
⑤

電
話
番
号
―
―
を
明
記
の
上
、
公
益
財

団
法
人
茨
城
県
企
業
公
社（
〒
３
１
０
‐

０
８
５
２ 
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
２
５ 

☎
301
局
１
１
３
３ 

301
局
１
１
３
５ 

kigyoukousha@
m

izudasu.or.jp

）へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

文
化
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
11
月
２
日

（
金
）か
ら
４
日（
日
）ま
で
、
東
海
文
化
セ

ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
、
中
央
公
民
館

等
を
会
場
に
開
催
す
る「
東
海
村
文
化
祭

２
０
１
２
」に
参
加･

出
展
等
を
希
望
す
る

方
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方
、
ま

た
は
主
に
村
内
で
文
化
活
動
を
し
て
い

る
方

内
容
▼
歌
や
楽
器
、
ダ
ン
ス
等
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
絵
画
や
書
道
、
写
真
、
生
け

花
、
工
芸
等
の
作
品
出
展
な
ど

そ
の
他
▼
▽
参
加･

出
展
等
の
可
否
は
文

募 集

「
東
海
村
文
化
祭
２
０
１
２
」

参
加
者
募
集

「
親
子
で
学
ぶ
水
産･

海
洋
教
室
」を
開
催

期
日
▼
小
学
生
…
７
月
23
日（
月
）･

24
日

（
火
）　

中
学
生
…
７
月
25
日（
水
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
８
時
30
分

場
所
▼
県
立
海
洋
高
等
学
校
、
ア
ク
ア

ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水
族
館
な
ど

対
象
等
▼
沿
海
地
区
の
小
学
５
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童･

生
徒
と
そ

の
保
護
者（
各
日
20
組
）※
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

参
加
費
▼
３
０
０
０
円
／
組

・

７
月
６
日（
金
）（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
①
郵
便
番
号･

住

所
②
親
子
の
氏
名･

年
齢
③
小
中
学
校

の
名
称
④
電
話
番
号
⑤
親
族
等
に
水

産
業
関
係
者
の
有
無（
有
り
の
場
合
は

続
柄
も
明
記
）⑥
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等

の
有
無
―
―
を
記
入
の
上
、
茨
城
県

水
産
試
験
場
経
営
普
及
室（
〒
３
１
１

‐
１
２
０
３ 

ひ
た
ち
な
か
市
平
磯

町
三
ツ
塚
３
５
５
１
‐
８ 

☎
262
局

４
１
７
９
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

時
代
の
流
れ

と
と
も
に
薄
れ

て
ゆ
く“
戦
争･

原
爆
”の
記
憶
を

後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
―
―
今
回

は
、
長
内
美
那
子
さ
ん
ほ
か
５
人
の
女
優

と｢

劇
団
と
み
か
る｣

団
員
な
ど
の
中
高
生

５
人
に
よ
る“
戦
争･

原
爆
”の
悲
劇
に
つ

い
て
語
る
朗
読
劇
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
７
月
８
日（
日
）

時
間
▼
午
後
３
時
開
演

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

出
演
女
優
▼
岩
本
多
代
さ
ん
、
大
橋
芳
枝

さ
ん
、
大
森
暁
美
さ
ん
、
日
色
と
も
ゑ

さ
ん
、
山
口
果
林
さ
ん

入
場
料
▼
一
般
…
２
０
０
０
円
／
人　

高

校
生
以
下
…
５
０
０
円
／
人（
全
席
指

定
）※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他
▼
保
育
サ
ー
ビ
ス（
１
０
０
０
円

／
人
）を
ご
希
望
の
方
は
、
７
月
１
日

（
日
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

８
５
１
１
）

女
優
た
ち
に
よ
る
朗
読
劇

「
夏
の
雲
は
忘
れ
な
い
」を
開
催

　

特
別
支
援
学
校
や
特
別
支
援
学
級
に
通

う
児
童
等
を
対
象
に
実
施
す
る
遠
足
等
を

募 集

「
は
っ
け
ん
！
ぼ
う
け
ん
！
夏

休
み
！
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

化
祭
実
行
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。
▽

参
加･

出
展
等
に
は
費
用
が
掛
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・

７
月
15
日（
日
）ま
で（
月
曜
日
を

除
く
）に
、
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
東
海
村
文
化
祭
実
行
委
員

会（
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
内 

☎
287
局

２
５
１
２
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

な
早
朝
に
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
▼
７
月
８
日･

22
日･

29
日
、
８
月

５
日･

19
日･

26
日
、

９
月
２
日･

９
日 

（
全
て
日
曜
日･

全

８
回
）

時
間
▼
午
前
７
時
～
９
時

場
所
▼
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤（
同
居
家
族
を
含

む
）･

在
学
で
中
学
生
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
60
人（
最
少
催
行
人
数
30
人
）

参
加
費
▼
３
０
０
０
円
／
人

・

６
月
16
日（
土
）か
ら
30
日（
土
）ま

で（
月
曜
日
を
除
く
）の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
、
参
加
費
を
添
え
て
、
総
合

体
育
館（
☎
283
局
０
６
７
３
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
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場
所
▼
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

【
盆
踊
り
の
夕
べ
】

期
日
▼
８
月
12
日（
日
）

場
所
▼
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
前
芝
生
広
場

【
大
洗
八
朔
祭
】

期
日
▼
８
月
25
日（
土
）･

26
日（
日
）

場
所
▼
全
町
内

【
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ⅰ	

Ｃ
Ｕ
Ｐ	

サ
ー
フ
ィ
ン
＆

ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド
】

期
日
▼
９
月
１
日（
土
）･

２
日（
日
）

場
所
▼
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

【
Ⅰ
Ｓ
Ｕ
茨
城
サ
ー
フ
ィ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
】

期
間
▼
９
月
７
日（
金
）
～
９
日（
日
）

場
所
▼
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水

族
館
下
の
海
岸

【

】

　

大
洗
の
ま
つ
り

実
行
委
員
会（
大
洗

町
商
工
観
光
課
内 

☎
267
局
５
１
１
１
）

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

大
洗
町
●
夏
の
イ
ベ
ン
ト

【
元
気
い
ば
ら
き
！	

夏
の
グ
ル
メ
屋
台
村

＆
サ
ー
フ
ィ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
大
洗
】

期
日
▼
７
月
７
日（
土
）･

８
日（
日
）

場
所
▼
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水
族

館
下
の
海
岸
、
大
洗
海
岸
県
営
駐
車
場

【
海
水
浴
場
海
開
き
】

期
間
▼
７
月
14
日（
土
）～
８
月
19
日（
日
）

場
所
▼
大
洗
海
岸
、
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

【
’12
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
in
大
洗
＆
全
国
４
人

制
ミ
ッ
ク
ス
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

期
日
▼
７
月
28
日（
土
）･

29
日（
日
）

場
所
▼
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
コ
ー
ト

【
大
洗
海
上
花
火
大
会
】

期
日
▼
７
月
28
日（
土
）※
荒
天
時
は
７
月

29
日（
日
）に
延
期
と
な
り
ま
す
。

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

水
戸
市
●
第
38
回
水
戸
の
あ
じ

さ
い
ま
つ
り

初
夏
を
彩
る
風
物
詩「
水
戸
の
あ
じ
さ
い

ま
つ
り
」を
、
保ほ

わ

え

ん

和
苑
と
そ
の
周
辺
史
跡
に

て
開
催
し
ま
す
。
保
和
苑
で
は
、
青
や
白

色
の
西
洋
あ
じ
さ
い
、
が
く
あ
じ
さ
い
な
ど

約
30
種
類･

６
０
０
０
株
が
咲
き
競
い
ま
す
。

期
間
▼
６
月
17
日（
日
）～
７
月
８
日（
日
）

場
所
▼
保
和
苑（
水
戸
市
松
本
町
２
２
８
７

‐
１
）ほ
か

水
戸
の
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
水
戸
市
観
光
課
内 

☎
232
局
９
１
８
９
）

募
集
人
員
▼
５
人
程
度

雇
用
要
件
▼
①
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る

②
幼
稚
園
教
諭
、
小
中
学
校･

高
等
学
校

教
員
い
ず
れ
か
の
免
許
を
有
す
る
③
障

が
い
者（
児
）関
係
の
施
設
等
で
勤
務
経

験
が
あ
る
④
福
祉
関
係
の
学
科
で
学
ん

で
い
る
―
―
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

雇
用
期
間
▼
７
月
23
日（
月
）か
ら
８
月
31

日（
金
）ま
で

勤
務
日
時
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時
の
指
定
さ

れ
た
４
時
間

賃
金
等
▼
時
給
…
１
０
７
０
円（
①
～
③

の
方
）、
８
５
０
円（
④
の
方
）　

諸
手

当
…
通
勤
手
当

選
考
方
法
▼
６
月
22
日（
金
）に
面
接
試
験

を
行
い
ま
す
。

募 集

夏
休
み
期
間
対
応
の

障
が
い
者
施
設
指
導
員
募
集

募 集

平
成
24
年
度｢

児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」の
標
語
募
集

　

子
ど
も
に
対
す
る“
身
体
的
虐
待･

性
的

虐
待･

心
理
的
虐
待･

ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育

放
棄
）”な
ど
、
い
わ
ゆ
る“
児
童
虐
待
”は
、

年
々
件
数
が
増
え
、
中
に
は
、
子
ど
も
の

命
が
奪
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
厚

生
労
働
省
で
は
、
児
童
虐
待
問
題
に
対
す

る
社
会
的
関
心
の
喚
起
を
図
る
た
め
、
11

月
を「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」と
定

め
、
集
中
的
な
啓
発
活
動
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

児
童
虐
待
問
題
に
関
し
、
国
民
一
人
ひ
と

り
の
意
識
啓
発
を
図
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、

簡
潔
で
覚
え
や
す
い
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

６
月
20
日（
水
）（
消
印
有
効
）ま
で
に
、

は
が
き
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
い
ず
れ
か

の
方
法
で
①
応
募
作
品
②
郵
便
番
号･

住
所
③
氏
名
④
年
齢
⑤
職
業
⑥
電
話
番

号
―
―
を
明
記
の
上
、
札
幌
市
子
ど
も

未
来
局
児
童
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
標
語

募
集
担
当（
〒
０
６
０
‐
０
０
０
７ 

札

幌
市
中
央
区
北
７
条
西
２
６
‐
１
‐
１ 

hyougoboshu@
city.sapporo.jp

）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
▽
電
子

メ
ー
ル
の
件
名
は「
標
語
の
応
募
」と
し

て
く
だ
さ
い
。
▽
応
募
は
応
募
者
自
身

が
創
作
し
た
未
発
表
の
も
の
１
人
１
作

品
に
限
り
ま
す
。
▽
詳
細
は
厚
生
労

働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
m

hlw
.go.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

東
海
村
社
会
福
祉
課
子
ど
も
家
庭
担

当（
内
線
１
０
０
０
）、
厚
生
労
働
省

雇
用
均
等･

児
童
家
庭
局
総
務
課
虐
待

防
止
対
策
室（
☎
０
３
‐
５
２
５
３
‐

１
１
１
１ 

内
線
７
８
０
０
）

・

６
月
20
日（
水
）ま
で（
土･

日
曜
日

を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）に

雇
用
要
件
を
証
明
で
き
る
も
の（
写
し

可
）を
添
え
て
、
な
ご
み･

総
合
支
援
セ

ン
タ
ー（
☎
287
局
２
５
２
５
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。
※
16
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
が
あ
り

ま
す
。

活
動
日
等
▼
８
月
21
日（
火
）…
ア
ク
ア

ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水
族
館
へ
遠
足

８
月
24
日（
金
）･
25
日（
土
）…
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー｢
絆
」で
キ
ャ
ン
プ
な
ど

対
象
等
▼
高
校
生
以
上
の
方（
10
人
程
度
）

参
加
費
▼
１
０
０
０
円
／
人

そ
の
他
▼
事
前
研
修
が
３
日
間
あ
り
ま
す
。

・

７
月
13
日（
金
）ま
で
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
え
が
お
」（
☎

283
局
４
５
３
８
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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〈東海村公式ホームページ〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/
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平
成
21
年
４
月
３
日
、
わ
が
家
に
双

子
の
女
の
子
、
結ゆ

い衣
と
萌め

い衣（
３
歳
）が

誕
生
し
ま
し
た
。

切
迫
早
産
で
、
予
定
日
よ
り
１
か
月

早
く
未
熟
児
で
生
ま
れ
て
き
た
娘
た
ち

は
、
そ
の
ま
ま
、
隣
接
す
る
子
ど
も
病

院
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

出
産
後
、
ひ
ど
い
貧
血
で
動
く
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
私
が
、
娘
た
ち
と
対

面
で
き
た
の
は
翌
日
の
夕
方
で
し
た
。

別
々
の
病
室
で
眠
っ
て
い
た
娘
た
ち
に

「
や
っ
と
会
え
た
ね
。
ご
め
ん
ね
」と
話

し
掛
け
な
が
ら
、
う
れ
し
さ
と
同
時
に

小
さ
く
産
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
申
し

訳
な
い
気
持
ち
、
そ
し
て
、
本
当
に
産

ん
だ
ん
だ
な
あ
と
い
う
何
と
も
い
え
な

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
両
親
に
助
け
て
も
ら
い

な
が
ら
、
初
め
て
の
育
児
が
始
ま
り
ま

し
た
。
結
衣
も
萌
衣
も
、
未
熟
児
で
生

ま
れ
て
き
た
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
、

す
く
す
く
と
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
ま

し
た
。

１
歳
９
か
月
と
、
そ
の
１
か
月
後
の

10
か
月
の
と
き
、
結
衣
は
入
浴
け
い
れ

ん
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

際
に
行
っ
た
病
院
で
、
担
当
医
か
ら
理

解
力
と
言
葉
の
発
達
が
少
し
遅
い
か
も

し
れ
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
の
接

し
方
が
い
け
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
と
悩
み
ま

し
た
。

「
同
年
代
の
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
、

結
衣
と
萌
衣
が
た
く
さ
ん
刺
激
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
機
会
を
つ
く
っ
た
方

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
」と
言
う
母
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
震
災
後
、

再
開
し
た
児
童
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
先
生
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
育
児
講
座
に
来

て
み
た
ら
」と
誘
っ
て
く
だ
さ
り
、
育

児
講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
は
２
人
と
も
ギ
ャ
ン
ギ
ャ
ン
泣

き
ま
し
た
が
、
他
の
マ
マ
さ
ん
た
ち
に

助
け
て
い
た
だ
き
、
私
も
２
人
の
た
め

だ
と
思
っ
て
め
げ
る
こ
と
な
く
通
い
ま

し
た
。
お
か
げ
で
、
結
衣
も
萌
衣
も
見

る
見
る
お
し
ゃ
べ
り
が
増
え
、
物
事
を

理
解
す
る
力
も
付
い
て
き
た
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。

２
人
は
こ
の
４
月
で
３
歳
に
な
り
ま

し
た
。
双
子
と
は
い
え
、
性
格
も
行
動

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
結
衣
は
結
衣
ら

し
く
、
そ
し
て
萌
衣
は
萌
衣
ら
し
く
成

長
し
て
い
っ
て
く
れ
た
ら
…
と
思
っ
て

い
ま
す
。

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記
●
表
紙
の[

ひ
と]

川
崎
か
お
る
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夢は…。“通訳”
白方小学校５年●能

の と

登一
い ち か

花
　私の夢は通訳になることです。
　きっかけは、私のおばあちゃんが、「外国に行くけ
れど英語があまり話せない」と言っていたことです。
私は、それを聞いて、「私がおばあちゃんの通訳にな
ろう」と思いました。
　そのため、今、私は英語検定の５級を取れるように、
たくさん勉強をしています。いつか１級を取りたいです。
　それと同時に、もう一つ頑張りたいことがあります。
それは、日本の文化や歴史をたくさん知ることです。
例えば、日本食や日本で活躍している人物のことなど
を知りたいです。そして、外国の人に日本をもっと知っ
てもらいたいです。
　これからも、たくさん勉強をして、立派な通訳になっ
たら、まず最初に、おばあちゃんを海外へ連れていっ
てあげたいです。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-135

ちびっこ
美術館

“お花見”
　散歩で行ったお花見の様子を描い
てくれた理央ちゃん（５歳）。外で遊ぶ
のが好きで、今は鉄棒の練習を頑張っ
ているそう。雨の日は何をするのか
な？	と聞くと「かくれんぼとパズルが
好き！」とにこにこ話してくれました。

ちゃん
●千

ち ば

葉理
り お

央
南　台
保育園
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